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は
じ
め
に

　

本
稿
は
李
贄
（
一
五
二
七―

一
六
〇
二
）
の
死
生

を
、
死
を
め
ぐ
る
感
情
的
基

盤
か
ら
原
理
、
實
踐
に
至
る
三
つ
の
層
に
よ
っ
て
說
朙
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

彼
の
死
生
を
め
ぐ
る
思
考
は
錯
綜
し
、「
名
」
の
問
題
等
に
就
て
一
見
す
る
と
矛

盾
し
た

相
を
示
す
が
、
こ
れ
は
死
生

を
め
ぐ
っ
て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
竝

行
し
た
問
題
系
が
あ
り
、
相
互
に
關
係
し
つ
つ
、
同
時
多
發
的
に
展
開
さ
れ
て
い

っ
た
爲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
そ
の
布
置
と
脉
絡
を
朙
ら
か
に

す
る
こ
と
に
あ
る（

（
（

。
一
．
死
を
恐
れ
る
こ
と
と
名
を
好
む
こ
と

　
「
釋
氏
は
も
と
よ
り
死
生
を
怖
れ
た
が
、
こ
れ
は
利
の
爲
で
あ
り
、
ど
う
し
て

公
衟
で
あ
ろ
う
か
［
釋
氏
本
怖
死
生
、
爲
利
、
豈
是
公
衟
］」（『
河
南
程
氏
遺
書
』

一
三
、
七
）
と
は
、
北
宋
の
程
氏
の
言
で
あ
る
。
程
氏
に
よ
れ
ば
、
死
へ
の
怖
れ

は
自
私
自
利
で
あ
り
、
公
で
は
な
い
。
ま
た
別
の
箇
所
に
於
て
は
、
佛
は
死
に
よ

っ
て
人
を
「
恐
動
」
せ
し
め
た
と
批

し
、「
聖
賢
は
生
死
を
本
分
の
事
と
し
て

い
た
の
で
、
恐
る
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
故
に
死
生
を
論
じ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
［
聖
賢
以
生
死
爲
本
分
事
、
無
可
懼
、
故
不
論
死
生
］」（
同
一
、
一
〇
）
と

主
張
す
る
。
孔
子
は
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
［
未
知
生
、
焉

知
死
］」（『
論
語
』
先
進
）
と
語
っ
た
が
、
い
わ
ば
彼
の
死
生
へ
の
沈
默
は
生
死
を

本
分
と
し
、
怖
れ
な
か
っ
た
故
の
沈
默
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
れ
に
對
し
て
、
李
贄
は
寧
ろ
死
を
恐
れ
な
い
人
々
を
惡
し
ざ
ま
に
記
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
彼
は
「
死
に
臨
ん
で
病
を
お
し
て
詩
を
詠
み
、
杖
を
つ
い
て
別
れ

を
吿
げ
、
自
ら
死
を
怖
れ
ず
、
思
い
殘
す
と
こ
ろ
は
な
い
な
ど
と
思
っ
て
い
る
連

中
［
臨
終
扶
病
歌
詩
、
杖
策
辭
別
、
自
以
爲
不
怖
死
、
無
顧
戀
者
］」（『
焚
書
（
（
（

』
四

「
五
死
篇
」）
に
對
し
、「
彼
ら
が
名
を
好
み
虛
言
を
吐
い
て
い
る
の
は
、
か
え
っ
て

凢
夫
俗
人
が
そ
の
正
し
き
命
に
順
い
、
自
然
に
死
ぬ
の
に
及
ば
ぬ
。
い
ず
れ
も
病

窓
の
下
で
死
ぬ
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
節
や
烈
を
あ
ら
わ

し
、
い
た
ず
ら
に
虛
名
を
得
よ
う
と
努
め
る
の
か
。［
然
其
好
名
說

、
反
不
如

庸
夫
俗
子
之
爲
順
受
其
正
、
自
然
而
死
也
。
等
死
於
牖
下
耳
、
何
以
見
其
節
、

何
以
見
其
烈
、
而
徒
務
此
虛
聲
爲
耶
］」（
同
）
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
死
を
名
を

好
む
が
故
の
僞
り
で
あ
り
、
不
自
然
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

　

か
く
い
う
李
贄
は
、
ま
さ
に
死
を
怖
れ
る
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
に
親

炙
し
た
袁
中
衟
は
、
そ
の
學
問
の
出
發
を
か
く
記
錄
す
る
。

李
贄
の
死
生

　

︱
死
へ
の
お
そ
れ
か
ら
死
の
選
擇
へ

�

阿

　

亘
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考
、
別
人
無
能
爲
也
。］（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
澹
然
師
（
四
）」）

　

彼
は
死
を
怖
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
學
の
眞
正
な
る
足
場
な
の
だ
と
述
べ
る（

（
（

。
死

は
、
あ
た
か
も
餓
え
や
凍
え
の
如
く
、
他
者
に
よ
っ
て
擔
う
こ
と
の
で
き
な
い
、

他
な
ら
ぬ
己
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
事
象
と
い
え
よ
う
が
、
學
の
起
點
は
こ
こ
に
据

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
、「
信
じ
る
事
も
信
じ
な
い
事
も
、
放
下
す
る

事
も
放
下
し
な
い
事
も
、
生
死
に
屬
す
。
す
べ
て
生
死
に
屬
す
る
も
の
は
自
己
に

屬
す
。
他
人
が
そ
れ
を
自
分
に
信
じ
さ
せ
な
か
っ
た
り
放
下
さ
せ
な
か
っ
た
り

す
る
事
は
で
き
ぬ
し
、
ま
た
逆
に
信
じ
さ
せ
放
下
さ
せ
る
事
も
で
き
ぬ
。［
信
不

信
、
放
下
不
放
下
、
總
屬
生
死
。
總
屬
生
死
、
則
總
屬
自
也
、
非
人
能
使
之
不
信

不
放
下
、

信

放
下
也
］」（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
自
信
（
一
）」）。

　

彼
は
ま
た
、
學
の
目
的
を
語
る
と
き
に
も
「
生
死
性
命
」
と
い
う
語
を
用
い

る
。
彼
は
「
お
よ
そ
學
問
を
す
る
の
は
、
自
己
の
生
死
の
根
因
を
究
朙
す
る
爲

で
あ
り
、
自
己
の
性
命
の
行
く
末
を
探
求
す
る
爲
だ
［
凢
爲
學
皆
爲
窮
究
自
己

生
死
根
因
、
探
討
自
家
性
命
下

］」（『
續
焚
書
』
一
「
答
馬
歷
山
」）
と
言
い
、
ま

た
「
い
ま
生
死
と
性
命
に
於
て
未
だ
餓
え
や
凍
え
の
嚴
し
さ
に
及
ば
ぬ
な
ら
ば
、

學
ん
で
厭
う
ま
い
と
し
て
も
、
果
た
し
て
可
能
か
［
今
于
生
死
性
命
尙
未
如
飢
寒

之
甚
、
雖
欲
不
厭
、

可
能
耶
］」（『
李
溫
陵
集
』
一
「
答
李
如
眞
」）
と
述
べ
て
い

る
。
李
贄
に
於
て
「
生
死
」
は
「
性
命
」
と
竝
ん
で
學
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。「
自
己
の
生
死
の
切
實
な
と
こ
ろ
［
自
家
生
死
切
］」（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・

答
澄
然
」）
こ
そ
が
、
取
り
組
む
べ
き
場
な
の
で
あ
る
。

　

死
を
怖
れ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
名
を
好
む
こ
と
と
對
比
さ
れ
た
。
そ
し
て
後

者
を
足
場
と
す
れ
ば
、
た
だ
「
虛
名
」
を
得
る
の
み
と
も
述
べ
て
い
る
。
李
贄

の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
、「
死
生
」
と
「
好
名
」
と
い
う
對
立
は
繰
﨤
し
現
れ
る
。

こ
の
視
座
は
、
或
い
は
我
々
が
今
辿
り
う
る
彼
の
思
想
的
遍
歷
の
ご
く
初
朞
に

あ
た
る
、『
老
子
』
へ
の
精
讀
を
通
じ
て

得
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
贄

元
々
は
學
問
に
關
心
が
な
か
っ
た
。
あ
る
衟
學
先
生
が
彼
に
「
貴
殿
は
死
を

怖
れ
ぬ
の
か
」
と
語
り
か
け
た
。
彼
が
「
死
を
怖
れ
ぬ
こ
と
な
ど
ど
う
し
て

で
き
よ
う
」
と
答
え
る
と
、「
貴
殿
が
死
を
怖
れ
る
の
な
ら
、
な
ぜ
衟
を
學

ば
な
い
の
か
。
衟
を
學
ぶ
こ
と
は
生
死
を
免
れ
る
た
め
な
の
だ
」
と
い
う
。

「
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
」
と
、
遂
に
衟
の
深
奧
に
潛
心
し
た
。［
初
未
知

學
。
㊒
衟
學
先
生
語
之
曰
、
公
怖
死
否
。
公
曰
、
死
矣
、
安
得
不
怖
。
曰
、

公
既
怖
死
、
何
不
學
衟
。
學
衟
所
以
免
生
死
也
。
公
曰
、
㊒
是
哉
。
遂
潛
心

衟
妙
。］（『
珂
☃
齋
集
』
十
七
「
李
溫
陵
傳
」）

　

死
へ
の
怖
れ
こ
そ
が
、
李
贄
の
學
問
へ
の
動
機
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
別
の
記
錄
に
よ
れ
ば
、『
金
剛
經
』
を
示
さ
れ
て
、「
不
死
の
學
問
［
不
死

學
問
］」
を
學
ぶ
こ
と
を

め
ら
れ
、
講
學
に
加
わ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。（『
朙

儒
學
案
』
十
四
「
太
常
徐
魯
源
先
生
用
檢
」）
こ
こ
で
も
學
に
向
か
う
に
當
っ
て
、
念

頭
に
「
死
」
の
一
字
が
あ
っ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
李
贄
自
身
も
こ
う
述
べ
て

い
る
。衟

を
學
ぶ
人
は
お
よ
そ
、
た
だ
そ
の
足
場
が
眞
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
必
要
で

あ
る
。
も
し
初
め
に
死
を
怖
れ
る
こ
と
を
足
が
か
り
と
す
れ
ば
、
必
ず
生
死

を
超
脫
し
、

海
を
離
れ
、
恐
怖
を
免
れ
究

を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

早
い
遲
い
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
涅
槃
を
證
し
て
彼
岸
に
到
ら
ぬ
こ
と
な
ど

は
な
い
は
ず
だ
。
も
し
初
め
に
名
を
好
む
こ
と
を
足
場
と
す
れ
ば
、
そ
の
身

を
終
わ
る
ま
で
か
か
っ
て
も
た
だ
一
つ
の
虛
名
を
得
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。

虛
名
は
私
と
何
の
關
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
各
人
自
ら
確
か
め
る

べ
き
こ
と
で
、他
人
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。［
學
衟
人
大
抵
要
跟
脚
眞
耳
。

始
初
以
怕
死
爲
跟
脚
、
則
必
以
得
脫
生
死
離

海
、
免
恐
怕
爲
究

。
雖

遲
速
不
同
、
決
無
㊒
不
證
涅
槃
到
彼
岸
者
。

始
初
只
以
好
名
爲
跟
脚
。
則

終
其
身
只
成
就
得
一
個
虛
名
而
已
。
虛
名
於
我
何
與
也
。
此
事
在
各
人
自
査



李
贄
の
死
生

一
二
一

知
り
、
死
で
彼
ら
を
畏
怖
せ
し
め
た
。
老
子
は
人
が
命
を
惜
し
む
こ
と
を
知

り
、
長
生
で
彼
ら
を

き
つ
け
た
。
み
な
や
む
を
え
ず

法
に
よ
っ
て
名
目

を
立
て
、
後
人
を
導
き
敎
化
し
た
の
で
あ
り
、
眞
實
で
は
な
い
。
た
だ
顏
回

の
み
が
こ
れ
を
知
り
、故
に「
先
生
は
善
く
誘い
ざ
なう
」（『
論
語
』子
罕
）と
言
っ
た
。

［
夫
所
謂
仙
佛
與
儒
、
皆
其
名
耳
。
孔
子
知
人
之
好
名
也
、
故
以
名
敎
誘
之
。

大
雄
氏
知
人
之
怕
死
、
故
以
死
懼
之
。
老
氏
知
人
之
貪
生
也
、
故
以
長
生
引

之
。
皆
不
得
已

立
名
色
以
化
誘
後
人
、
非
眞
實
也
。
唯
顏
子
知
之
、
故
曰

夫
子
善
誘
。］（『
焚
書
』
一
「
答
耿
司
寇
」）

　

孔
子
は
「
名
を
好
む
こ
と
［
好
名
］」、
釋
尊
は
「
死
を
怖
れ
る
こ
と
［
怕

死
］」、
老
子
は
「
生
を
貪
る
こ
と
［
貪
生
］」
に
よ
っ
て
人
々
を
導
い
た（

（
（

。（「
貪

生
」
は
老

の
隨
處
に
見
え
る
身
へ
の
配
慮
を
指
し
た
も
の
だ
ろ
う
）「
怕
死
」
と
「
貪

生
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
死
を
問
う
も
の
で
あ
り
表
裏
を
な
す
と
み
て
よ
か
ろ
う

が
、「
好
名
」
の
み
や
や

質
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は

法
、
方
便
に
過
ぎ

ず
、
眞
實
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。「
好
名
」、「
怕
死
」、「
貪
生
」
は
あ
く
ま

で
人
々
を
導
く
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
人
々
の
到
る
べ
き
處
で
は
な
い
の
だ
。

だ
が
、
孔
子
の
「
好
名
」
の
敎
法
が
「
善
き
誘
い
［
善
誘
］」
た
る
事
實
を
知
る

の
は
、
顏
回
だ
け
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
こ
こ
に
李
贄
は
儒
家
の
不
幸
を
み
る
。
彼

は
ま
た
言
う
。

そ
し
て
逹
人
は
ま
た
こ
れ
を
笑
っ
て
言
う
、「
名
と
身
と
ど
ち
ら
が
切
實
だ

ろ
う
。
心
を
用
い
て
身
の
た
め
に
盡
く
す
の
も
、
既
に
愚
だ
。
ま
し
て
心
を

用
い
て
身
の
外
の
名
を
求
め
る
の
は
、
愚
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
る
ま
い
」。

な
ら
ば
名
が
身
よ
り
切
實
で
な
い
こ
と
は
朙
か
で
あ
る
。
で
は
、「
君
子
は

世
を
沒お

う
る
ま
で
名
を
稱
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
疾に
く

む
」（『
論
語
』
衞
靈
公
）

と
は
何
を
言
う
の
か
。
思
う
に
庶
人
の
病
は
利
を
好
む
こ
と
で
あ
り
、
賢
者

の
病
は
名
を
好
む
こ
と
で
あ
る
。も
し
名
に
よ
っ
て
こ
れ
を
誘
わ
な
け
れ
ば
、

の
『
老
子
』
へ
の
沒
頭
は
、
焦
竑
『
老
子
翼
』
の
引
く
「
子
由
解
老
序
」
に
付
さ

れ
た
年
⺼
を
信
ず
れ
ば
、

曆
二
年
（
一
五
七
四
）
に
は
既
に
見
ら
れ
、
そ
の
潛

心
は
や
が
て
『
老
子
解
』
へ
と
結
實
す
る
。
例
え
ば
『
老
子
』
に
は
「
名
と
身
と

孰
れ
か
親
し
き
、
身
と
貨
と
孰
れ
か
多
な
ら
ん
、
得
と
亡
と
孰
れ
か
病
む
。
是
の

故
に
甚
だ
愛
す
れ
ば
必
ず
大
い
に
費
し
、
多
く

す
れ
ば
必
ず
厚
く
亡
う
。
足
る

を
知
れ
ば
辱
し
め
ら
れ
ず
、
止
ま
る
を
知
れ
ば
殆
か
ら
ず
、
以
て
長
久
な
る
可
し

［
名
與
身
孰
親
。
身
與
貨
孰
多
。
得
與
亡
孰
病
。
是
故
甚
愛
必
大
費
、
多

必
厚

亡
。
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
、
可
以
長
久
］」（『
老
子
』
四
四
）
と
い
う
一

が
あ

る
が
、
李
贄
は
こ
れ
を
か
く
㊟
解
す
る
。

貪
欲
な
人
は
利
に
殉
ず
る
。
財
貨
を
身
よ
り
大
事
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
烈

士
は
名
に
殉
ず
る
。
名
を
身
よ
り
も
切
實
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
亡
ぶ
こ
と

の
病
弊
た
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
の
だ
。
怪
し
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。［
貪

夫
徇
利
、
貨
多
於
身
。
烈
士
徇
名
、
名
親
於
身
。
不
知
亡
之
爲
病
也
、
可
怪

也
哉
。］」（『
老
子
解
』
下
）

　

こ
れ
は
外
的
な
名
利
に
執
わ
れ
、
身
を
忘
れ
る
人
々
へ
の

吿
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
身
へ
の
配
慮
は
、
す
な
わ
ち
生
へ
の
配
慮
と
み
な
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ

う
。
既
に
こ
こ
に
生
死
へ
の
配
慮
と
、
名
を
好
む
こ
と
と
の
對
立
が
み
え
る
。
解

は
あ
く
ま
で
解
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
彼
の
考
え
を
示
す
も
の
で
は
な
い
可
能

性
を
も
含
む
。
併
し
、
彼
は
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
思
索
の
理
路
を
一
度
は
辿

っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
老
子
』
の
こ
の

は
『

子
解
』
大
宗
師
の
㊟

解
、
及
び
「
答
劉
方
伯
書
」（『
焚
書
』
卷
二
）
に
引
用
さ
れ
、
彼
の
思
考
の
典
據

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
「
好
名
」
と
「
生
死
」
の
對
峙
が
特
に
顯
わ

に
な
る
の
は
、
儒
佛
衟
三
敎
の
敎
法
を
語
る
時
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
仙
佛
と
儒
と
は
、
み
な
名
目
に
過
ぎ
ぬ
。
孔
子
は
人
が
名
を
好
む

こ
と
を
知
り
、
名
敎
で
彼
ら
を
導
い
た
。
釋
尊
は
人
が
死
を
怖
れ
る
こ
と
を
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口
に
ま
か
せ
て
日
を
過
ご
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
儒
者
は
遂

に
透
徹
し
き
る
日
が
な
い
こ
と
が
知
れ
よ
う
。ま
し
て
鄙
儒
は

見
が
な
く
、

俗
儒
は
實
が
な
く
、
迂
儒
は
死
ぬ
歬
か
ら
臭
み
が
あ
り
、
名
儒
も
ま
た
節
に

死
に
名
に
殉
ず
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
最
高
の
儒
も
名
に
殉
ず
る
だ
け
で
あ

る
。
心
齋
先
生
（
王
艮
）
が
そ
う
だ
。
ひ
と
え
に
名
に
煩
い
、
自
ら
名
網
に

入
り
、
拔
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
こ
か
ら
儒
を
學
ぶ
こ
と
の
恐

ろ
し
さ
が
わ
か
る
の
だ
。［
龍
谿
先
生
非
從
幼
多
病
愛
身
、
見
得
此
身
甚
重
、

亦
不
便
到
此
、
然
非
多
歷
年
所
、
亦
不
到
此
。

近
谿
先
生
、
則
原
是
生
死

大
事
在
念
、
後
來
雖
好

引
儒
生
、

論
語
中
庸
、
亦
謂
伴
口
過
日
耳
。

故
知
儒
者
終
無
透
徹
之
日
。
況
鄙
儒
無

、
俗
儒
無
實
、
迂
儒
未
死
而
臭
、

名
儒
死
節

名
者
乎
。
最
高
之
儒
、

名
已
矣
、
心
齋
老
先
生
是
也
。
一
爲

名
累
、
自
入
名
網
、
決
難
得
脫
。
以
是
知
學
儒
之
可
畏
也
。］（『
續
焚
書
』
一

「
與
焦
漪
園
太
史
」）

　

こ
こ
で
の
儒
敎
批

は

烈
で
あ
る
。
最
高
の
儒
で
も
「
實
」
な
き
「
名
」
に

殉
ず
る
の
み
な
の
だ
。「
今
や
、
最
も
優
れ
た
人
で
も
名
を
好
む
者
ば
か
り
で
、

眞
實
に
生
死
の

惱
の
爲
に
怖
れ
、
解
脫
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
い
［
今
時
人
最

高
者
唯
㊒
好
名
、
無
眞
實
爲
生
死

惱
怕
、
欲
求
出
脫
也
］」（『
焚
書
』
二
「
復
澹

然
大
士
」）
と
い
う
語
も
こ
う
し
た
認

を
背
景
に
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

彼
は
こ
の
書

に
於
て
儒
佛

修
を
說
く
。
衟
士
陳
希
夷
や
壽
涯
禪
師
と
師
承

關
係
を
持
つ
と
さ
れ
る
周
敦
頤
、
大
慧
に
學
ん
だ
張
九
成
、
禪
に
沈
潛
し
「
生
死

事
大
」
を
知
り
得
て
い
た
楊

が
稱
揚
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
主
張
の
背
後
に

身
體
や
生
死
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
身
へ
の
配
慮
を
㊒
し
て
い
た
王
畿
、
生

死
事
大
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
羅
汝

が
王
艮
よ
り
や
や
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
知
れ
よ
う
。
こ
こ
で
李
贄
が
儒
佛
雙
修
を
强
調
す
る
の
は
、
儒
家
の

敎
法
に
由
來
す
る
名
へ
の
執
着
を
、
佛
敎
の
死
生
へ
の
沒
入
に
よ
っ
て
解
毒
で
き

そ
の
言
は
理
解
さ
れ
な
い
。
思
う
に
段
々
と
こ
れ
を
導
い
て
、
實
に
歸
す
る

よ
う
に
し
、
實
に
歸
し
て
後
、
名
も
ま
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
「
先

生
は
善
く
誘
う
」
と
顏
回
は
述
べ
た
。
併
し
顏
回
の
死
後
、
孔
子
の
善
誘
を

知
る
人
も
無
く
な
り
、
そ
の
た
め
顏
回
が
死
ん
で
、
孔
子
の
善
誘
の
術
も
遂

に
窮
し
た
の
で
あ
る
。［
而
逹
者

笑
之
曰
、
名
與
身
孰
親
。
夫
役
此
心
以

奉
此
身
、
已
謂
之
愚
矣
、
況
役
此
心
以
求
身
外
之
名
乎
。
然
則
名
不
親
於
身

審
矣
、
而
乃
謂
疾
沒
世
而
名
不
稱
者
、

何
說
也
。

衆
人
之
病
、
病
在
好

利
。
賢
者
之
病
、
病
在
好
名
。

不
以
名
誘
之
、
則
其
言
不
入
。
夫
惟
漸
次

導
之
、
使
令
歸
實
、
歸
實
之
後
、
名
亦
無
㊒
。
故
曰
夫
子
善
誘
。
然
顏
氏
沒

而
能
知
夫
子
之
善
誘
者
亡
矣
、故
顏
子
沒
而
夫
子
善
誘
之
術
遂
窮
。］（『
焚
書
』

二
「
答
劉
方
伯
書
」）

　

こ
こ
で
も
孔
子
が
「
好
名
」
を
媒
介
に
人
々
（
特
に
賢
者
）
を
導
い
た
と
い
う

言
說
が
繰
り
﨤
さ
れ
る
。「
名
」
か
ら
「
實
」
に
歸
し
た
の
ち
、「
名
」
は

て
ら

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
併
し
顏
回
が
死
に
、
そ
れ
を
知
る
者
も
な
く
な
っ
た
。
孔

子
の
「
術
」
は
窮
し
た
。
こ
れ
が
李
贄
の
儒
家
へ
の

察
で
あ
っ
た
。
李
贄
の
み

る
と
こ
ろ
儒
家
傳
來
の
敎
法
は
、
孔
子
の
「
好
名
」
を
媒
介
と
し
た
術
を
正
し
く

傳
え
る
も
の
で
は
な
い
。
術
は
窮
し
た
。
そ
の
た
め
「
實
」
に
歸
し
た
の
ち

て

ら
れ
る
べ
き
、
外
的
な
「
名
」
へ
の
執
着
が
殘
り
人
々
を
蝕
む（

（
（

。
彼
は
あ
る
書

で
、
泰
州
學
派
の
儒
者
王
艮
（
王
心
齋
）
を
ひ
と
し
き
り
批

し
た
の
ち
、
か
く

述
べ
て
い
る
。

龍
溪
先
生
は
幼
い
頃
か
ら
病
が
多
く
わ
が
身
を
愛
惜
し
、
自
分
の
身
の
重
要

さ
を
悟
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
（
高
い

地
）
に
は
至
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
し
、
多
く
の
年
⺼
と
場
數
を
經
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
近
溪
先
生
な
ど
は
、
生
死
大
事
が
念
頭
に
あ
り
、
後
に

は
よ
く
儒
生
を
導
き
、『
論
語
』
や
『
中
庸
』
を
論
じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、



李
贄
の
死
生

一
二
三

の
怖
れ
を
免
れ
る
こ
と
だ
と
解
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
彼
の
い
う
「
衟
」
は
生

死
と
深
く
泥
み
、
ま
た
死
の
恐
怖
と
結
び
付
く
。「
私
は
生
を
貪
り
死
を
怖
れ
る

こ
と
の
最
た
る
者
、
死
ん
だ
後
に
燒
か
れ
る
こ
と
す
ら
怖
れ
る
［

我
則

貪
生

怕
死
之
尤
者
、
雖
死
後
猶
怕
焚
化
］」（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
澹
然
師
（
三
）」）

と
語
る
ほ
ど
に
死
を
怖
れ
た
李
贄
は
、「
死
」
に
よ
っ
て
自
己
を
顯
わ
に
し
、
こ

こ
を
根
城
と
し
つ
つ
「
衟
」
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
一
條
の
活
路
を
見
い
だ
し

た
。
彼
は
「
經
の
一
字
を
悟
り
得
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
の
生
死
を
も
悟
り
得

ぬ
こ
と
だ
［
經
中
一
字
透
不
得
、

是
自
家
生
死
透
不
得
］」（『
焚
書
』
四
「

♫

問
・
與
澹
然
師
（
二
）」）
と
述
べ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
の
一
字
を
讀
み
込
む
際
に
も
、

生
死
を
め
ぐ
る
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
「
怕
死
」
に
せ

っ
つ
か
れ
た
求
衟
の
彼
方
に
、「
生
死
を
超
脫
し
、

海
を
離
れ
、
恐
怖
を
免
れ

る
［
脫
生
死
、
離

海
、
免
恐
怕
］」（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
澹
然
師
（
四
）」）

日
を
睨
ん
で
も
い
た
。
で
は
、
彼
は
如
何
に
死
へ
の
怖
れ
を
超
脫
し
、
死
を
如
何

に
扱
お
う
と
し
た
の
か
。

二
．
死
を
無
化
す
る
原
理

　
　
　

―

如
何
に
死
へ
の
怖
れ
を
超
え
る
か

　

李
贄
は
ど
の
よ
う
に
生
死
を
把
握
し
、
こ
れ
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
っ
た
の

か
。
彼
は
生
死
か
ら
超
脫
し
た

位
を
語
る
の
に
、
幾
つ
か
の
修
辭
を
用
い
る
。

そ
の
一
つ
が
「
も
と
よ
り
生
死
無
し
［
原
無
生
死
］」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
語
は
李
贄
自
身
も
語
る
よ
う
に
佛
敎
の
「
常
套
句
［
現
成
語
］」（『
焚
書
』
卷
四

「

♫
問
・
答
自
信
（
一
）」）
で
あ
る
。
併
し
こ
の
ク
リ
シ
ェ
は
、「
最
も
肝
心
な
語

［
第
一
等
要
緊
語
］」（
同
）
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
こ
の
「
も
と
よ
り―

な
し

［
原
無
］」
と
は
、「
人
が
こ
れ
を
無
に
で
き
る
［
人
能
使
之
無
］」（
同
）
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、「
今
日
初
め
て
無
に
な
る
［
今
日
方
始
無
］」（
同
）
よ
う
な
も

る
と
考
え
た
爲
と
思
わ
れ
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
李
贄
は
儒
家
所
傳
の
「
好
名
」
の

敎
法
に
疑
義
を
呈
す
る
。
で
は
、
孔
子
そ
の
人
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

古
よ
り
た
だ
佛
陀
と
聖
人
だ
け
が
、
烈
し
く
死
を
怖
れ
た
。
故
に
「
子
の
愼

む
所
は
、齋
戰
疾
」（『
論
語
』
述
而
）
と
い
い
、ま
た
「
事
に
臨
み
て
懼
る
」（
同
）

「
も
し
死
し
て
悔
い
無
き
者
な
れ
ば
、吾
は
與
に
せ
ざ
る
な
り
」（
同
）と
い
う
。

そ
の
死
を
怖
れ
る
こ
と
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
記
錄
者
が
聖
人
が

大
い
に
死
を
怖
れ
た
こ
と
を
知
ら
ぬ
と
い
う
だ
け
だ
。
死
を
大
い
に
怖
れ
る

者
は
、
必
ず
朝
に
衟
を
聞
い
た
後
に
夕
べ
に
死
の
恐
怖
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
「
朝
に
衟
を
聞
け
ば
、夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」（
同
、里
仁
）

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
可
」
と
は
死
を
怖
れ
ぬ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
だ
。
再
び
ま
た
死
ぬ
こ
と
は
な
く
、
再
び
ま
た
怖
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で

あ
る
。［
自
古
唯
佛
、聖
人
怕
死
爲
甚
。
故
曰
、子
之
所
愼
、齋
戰
疾
。

曰
、

臨
事
而
懼
。

死
而
無
悔
者
、
吾
不
與
。
其
怕
死
何
如
也
。
但
記
者
不
知
聖

人
怕
死
之
大
耳
。
怕
死
之
大
者
、必
朝
聞
而
後
可
免
於
夕
死
之
怕
也
。
故
曰
、

朝
聞
衟
、
夕
死
可
矣
。
曰
可
者
、
言
可
以
死
而
不
怕
也
。
再
不
復
死
、
亦
再

不
復
怕
也
。］（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
自
信
（
二
）」）

　

李
贄
は
そ
の
『
論
語
』
へ
の
獨
自
の
釋
義
か
ら
、
孔
子
は
釋
尊
と
共
に
烈
し
く

死
を
怖
れ
た
人
な
の
で
あ
り
、
記
錄
者
は
そ
の
重
み
を
見

と
し
て
い
た
と
主
張

す
る（

（
（

。
ま
た
『
衟
古
錄
』
第
一
條
に
は
「
故
に
聖
人
は
こ
れ
を
重
ん
じ
、
こ
れ
を

愼
み
、
こ
れ
を
恐
れ
、
こ
れ
を
憂
え
、

氷
を
踏
む
よ
う
に
、
深
淵
に
臨
む
よ
う

に
し
、
危
險
の
う
ち
に
死
に
、
生
き
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。［
故
聖
人

重
之
愼
之
、
兢
之
惕
之
、
如
履

氷
、
如
臨
深
淵
、
恐
其
卒
死
于
危
險
之
中
而
不

能
自
活
也
］」
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で

か
れ
る
聖
人
像
は
、
本
分
の
事
た

る
死
を
語
ら
ず
、
死
を
怖
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
程
氏
の
そ
れ
と
は
對
照
的
で
あ

る
。「
朝
聞
衟
、
夕
死
可
」
と
い
う
一
條
を
、
李
贄
は
「
衟
」
を
知
れ
ば
、
死
へ
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述
べ
る
。
そ
し
て
、
テ
ク
ス
ト
の
敍
述
に
寄
り
𣷹
い
つ
つ
、
晝
夜
は
一
な
ら
ざ

る
（
不
一
）
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
天
に
於
て
一
で
あ
る
事
、
一
は
天
と
同
義
で

あ
り
、
不
一
は
人
と
同
義
で
あ
る
事
、
天
の
所
爲
を
知
れ
ば
天
の
徒
と
も
が
らで
、
人
の
所

爲
を
知
れ
ば
人
の
徒
で
あ
る
事
、
天
は
人
の
勝
り
得
ず
、
人
の
與
り
得
ぬ
も
の
で

あ
り
、
無
私
で
あ
り
、
人
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
事
等
が
說
か
れ

る
。
そ
し
て
「
其
の
堯
を
譽
め
て
桀
を
非
る
よ
り
、
兩ふ
た

つ
な
が
ら
に
忘
れ
て
其
の

衟
に
化
す
る
に
如
か
ず
［
與
其
譽
堯
而
非
桀
也
、
不
如
兩
忘
而
化
其
衟
］」
と
い

う
テ
ク
ス
ト
に
依
り
つ
つ
、「
故
に
必
ず
變
化
の
衟
を
知
っ
て
後
に
、
兩
者
を
忘

れ
ら
れ
よ
う
。
生
死
の
域
を
と
も
に
忘
れ
て
後
に
歸
順
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

生
死
は
忘
れ
ら
れ
た
。
な
ら
ば
ど
こ
に
言
う
べ
き
毀
譽
褒
貶
が
あ
ろ
う
か
［
故
必

知
變
化
之
衟
、
而
後
能
兩
忘
。
知
兩
忘
於
生
死
之
域
、
而
後
能
從
化
。
生
死
忘

矣
、
而
何
㊒
於
非
譽
之
可
言
哉
。］」
と
述
べ
る
。

ち
變
化
の
衟
を
悟
る
と
き
、

「
生
死
」
は
共
に
忘
却
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
彼
は
「
游

」
の
あ
り
方
を
語
り
な
が
ら
、
か
く
も
述
べ
る
。

日
常
の
應
對
に
於
て
、
こ
の
よ
う
に
（
魚
が
水
を
、
水
が
魚
を
意

し
な
い
よ

う
な
「
游

」
の

地
で
）
し
て
い
け
ば
、（
體
用
）
一
體
の
工
夫
と
な
り
、
一

體
の
工
夫
と
な
れ
ば
、
體
用
が
共
に
朙
ら
か
に
な
り
、
體
用
が
共
に
朙
ら
か

に
な
れ
ば
、
他
者
と
自
己
は
共
に
無
く
な
り
、
他
者
と
自
己
が
共
に
無
く
な

れ
ば
、
生
死
が
共
に
忘
れ
ら
れ
、
生
死
が
共
に
忘
れ
ら
れ
れ
ば
、
涅
槃
寂
滅

が
現
歬
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
眞
の
樂
し
み
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。［
日
用
應
緣
、
但
如
此
做
去
、
則
工
夫
一
片
。
工
夫
一
片
、
則
體
用
雙

。
體
用
雙

、
則
人
我
俱
泯
。
人
我
俱
泯
、
則
生
死
兩
忘
。
生
死
兩
忘
、

則
寂
滅
現
歬
。
眞
樂
不
假
言
矣
。］（『
續
焚
書
』
一
「
與
陸
天
溥
」）

　

こ
こ
で
も
、
生
死
を
共
に
忘
れ
る

地
が
說
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は

「
體
用
雙

」、「
人
我
俱
泯
」
と
い
っ
た
、
相
對
的
對
立
を
超
え
た
渾
一
の
視
點

の
で
も
な
い
、
根
源
的
な
無
で
あ
り
、
こ
こ
に
立
ち
至
っ
た
人
は
一
千
回
生
き
よ

う
が
、
一

回
生
き
よ
う
が
無
礙
で
あ
る
と
述
べ
る
。
彼
は
生
死
を
そ
も
そ
も
根

源
的
に
無
み
す
る
地
點
か
ら
、
死
を
超
脫
し
よ
う
と
す
る
。

お
よ
そ
死
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
。
ど
う
し
て
死
を
怖
れ
よ
う
か
。
併
し

死
を
怖
れ
ぬ
こ
と
は
、
十
分
に
死
を
怖
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
。
世
人
は
た
だ

死
を
怖
れ
ぬ
だ
け
で
、
血
肉
の
身
を
後
生
大
事
に
し
、
つ
い
に
生
死
を

浪

し
て
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
。
聖
人
は
た
だ
甚
だ
死
を
怖
れ
、
故
に
生
死
の

因
を
窮
め
盡
く
し
、
直
ち
に
無
生
を
證
し
て
安
心
を
え
た
。
無
生
な
ら
ば
死

も
無
く
、
死
が
無
け
れ
ば
怖
れ
る
こ
と
も
無
い
。
死
が
あ
る
の
に
、
强
い
て

怖
れ
な
い
と
說
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。［
總
無
死
、
何
必
怕
死
乎
。
然
此

不
怕
死
總
自
十
分
怕
死
中
來
。
世
人
唯
不
怕
死
、
故
貪
此
血
肉
之
身
、
卒
至

浪
生
死
而
不
歇
。
聖
人
唯

分
怕
死
、
故
窮
究
生
死
之
因
、
直
證
無
生
而

後
已
。
無
生
則
無
死
、
無
死
則
無
怕
、
非
㊒
死
而
强
說
不
怕
也
。］（『
焚
書
』

四
「

♫
問
・
答
自
信
（
二
）」）

　

生
が
無
け
れ
ば
死
も
な
く
、
死
が
無
け
れ
ば
死
へ
の
怖
れ
も
な
い
。
彼
は
聖
人

た
ち
と
と
も
に
、
死
の
恐
怖
を
通
じ
て
そ
ん
な
場
所
に
到
ろ
う
と
す
る
。
彼
は

『
般

心
經
』
の
う
ち
に
も
、
そ
の
よ
う
な
衟
行
き
を
見
出
す
だ
ろ
う
。

彼
は
そ
の
智
慧
を
深
く
行
い
、
既
に
自
ず
か
ら
到
っ
て
彼
岸
に
あ
る
。
こ
の

時
、
自
然
に
色
受
想
行

の
五

が
み
な
空
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
生
も
死

も
な
い
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
り
、
故
に
生
死
の

海
を
離
れ
、
一
切
の

し

み
か
ら
解
脫
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。［
彼
其
智
慧
行
深
、
既
到
自
在
彼

岸
矣
、
斯
時
也
、
自
然
照
見
色
受
想
行

五

皆
空
、
本
無
生
死
可
得
、
故

能
出
離
生
死

海
、
而
度
脫
一
切

厄
焉
。］（『
焚
書
』
卷
三
「
心
經
提
綱
」）

　

李
贄
は
ま
た
死
生
の
忘
却
を
言
う
。
彼
は
『

子
解
』
の
大
宗
師
篇
の
㊟
解
に

於
て
、「
死
生
は
あ
た
か
も
晝
夜
の
如
き
も
の
［
死
生
、

夜
旦
也
］」
で
あ
る
と



李
贄
の
死
生

一
二
五

三
．
死
を
前
に
し
た
實
踐

　
　
　

―

死
に
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と

　

李
贄
は
生
死
を
無
化
す
る
論
理
に
よ
り
、
死
へ
の
怖
れ
を
超
え
、
死
に
對
峙
す

る
こ
と
を
試
み
た
。
併
し
各
々
の
情
況
の
な
か
で
、
人
が
死
と
い
う
避
け
よ
う

の
な
い
事
態
に
如
何
に
向
き
合
う
か
と
い
う
問
い
は
尙
も
殘
る
。
彼
の
死
生
を

無
化
す
る
論
理
は
、
遲
く
と
も
『
老
子
』
に
沒
頭
し
た

曆
二
年
以
歬
に
起
源

し
、「

♫
問
」
諸
篇
が
書
か
れ
た
蔴
城

佛
院
時
代
に
至
る
ま
で
彼
の
心
を
領

し
た
。
そ
の
一
方
、
彼
は
『
老
子
解
』
完
成
を
吿
げ
る
書

に
於
て
同
時
に
「
讀

史
數
十
篇
」
を

し
た
こ
と
を
述
べ
る
（『
續
焚
書
』
一
「
與
焦
弱
侯
（
（
（

」）。
こ
れ
が

蔴
城
を
離
れ
數
年
を
經
た

曆
二
七
年
の
『

書
』
に
結
實
す
る
こ
と
は
諸
家
の

推
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
史
論
を
通
じ

々
な
る
「
時
」
に
對
峙
す
る
人

を
問
題
に
し
續
け
た
思
索
者
で
あ
っ
た（
（（
（

。
そ
の
過
程
で
死
の
原
理
的
な
考
察
と
併

走
し
つ
つ
、
具
體
的
な
死
と
如
何
に
對
峙
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
く（
（（
（

。
彼
は
「
五

死
篇
」（『
焚
書
』
四
）
と
い
う
死
に
特
化
さ
れ
た
史
論
を
殘
し
て
い
る
。
こ
の
論

は
『

書
』
の
史
論
と
密

な
連
關
を
持
ち
、
兩
者
は
互
い
に
呼
應
し
つ
つ
釀
成

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
如
何
に
死
ぬ
か
と
い
う
問
題
を
綿

密
に
論
じ
て
い
る
。

人
に
五
つ
の
死
が
あ
る
。
程
嬰
、
公
孫
杵
臼
の
死
、
紀
信
、
欒
布
の
死
、
聶

政
の
死
、
屈
原
の
死
だ
け
が
、
天
下
第
一
等
の
好よ

き
死
で
あ
る
。
そ
れ
に
次

ぐ
の
が
陣
に
臨
ん
で
の
死
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
不
屈
の
死
で
あ
る
。
陣
に
臨

ん
で
の
死
は
勈
で
は
あ
る
が
、

を
量
ら
ず
に
進
擊
し
た
嫌
い
が
あ
る
。
子

路
が
こ
れ
で
あ
る
。
不
屈
の
死
は
義
で
は
あ
る
が
、
人
に
制
せ
ら
れ
た
恨
み

が
あ
る
。
張
巡
が
こ
れ
で
あ
る
。
第
一
等
の
死
に
次
ぐ
が
、
實
に
皆
烈
々
た

る
丈
夫
の
死
で
あ
り
、
非
凢
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
忠
を
盡
く
し

か
ら
說
か
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
李
贄
が
こ
こ
で
展
開
す
る
論
理
は
生
死
を
共

に
無
化
す
る
如
き
仕
掛
を
持
つ
。
彼
は
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。

生
と
死
と
が
相
續
き
、
窮
ま
る
こ
と
が
な
い
な
か
、
ま
さ
に
生
死
窟
の
な
か

に
坐
し
な
が
ら
、
生
死
を
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
私

は
信
じ
ま
せ
ん
［
生
死
相
續
、
無
㊒
窮
了
、
正
是
坐
在
生
死
窟
中
、
而
謂
能

了
生
死
、
吾
不
信
也
。］（『
續
焚
書
』
卷
一
「
答
友
人
」）

　

死
と
生
と
い
う
枠
組
の
な
か
に
い
な
が
ら
生
死
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思

え
ぬ
、
と
彼
は
述
べ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
彼
の
論
理
は
、
佛
老
の
言
說
を

讀
み
込
み
つ
つ
、
生
死
を
根
柢
か
ら
無
み
し
、
或
い
は
忘
れ
、
生
死
と
い
う
枠
組

（
そ
れ
は
同
時
に
我
と
汝
と
い
う
枠
組
で
も
あ
る
だ
ろ
う
）
を
無
化
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
彼
は
死
の
恐
怖
を
消
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
、

果
た
し
て
こ
の
論
理
だ
け
で
彼
は
死
に
對
峙
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
「
傷

逝
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。
劈
頭
彼
は
「
生
に
必
ず
死
が
訪
れ
る
の
は
、
晝
に

對
し
て
必
ず
夜
が
あ
る
の
と
同
じ
だ
［
生
之
必
㊒
死
也
、
猶
晝
之
必
㊒
夜
也
］」

（『
焚
書
』
四
「
傷
逝
」）
と
書
く
。
こ
の
論
は
既
に
擧
げ
た
『

子
』
大
宗
師
篇
に

依
據
す
る
。
こ
こ
で
も
彼
は
生
死
の
不
可
避
の

れ
に
因
循
す
る
こ
と
を
試
み

る
。
併
し
こ
こ
で
は
生
と
死
を
共
に
無
化
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

だ
か
ら
私
は
こ
う
言
う
だ
け
で
あ
る
。
死
を
傷
む
必
要
は
な
い
、
た
だ
生
き

る
こ
と
を
傷
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
け
だ
、
と
。
去
り
ゆ
く
こ
と
を
傷
ん
で
は
な

ら
ぬ
。
願
わ
く
ば
生
を
傷
ま
ん
こ
と
を
。［
故
吾
直
謂
死
不
必
傷
、
唯
㊒
生

乃
可
傷
耳
。
勿
傷
逝
、
願
傷
生
也
。］」（
同
）

　

彼
は
逝
く
こ
と
を
傷
む
こ
と
を
や
め
た
か
も
し
れ
な
い
、
だ
が
、
こ
こ
で
は
あ

た
か
も
傷
む
べ
き
生
が
殘
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
悲
歌
の
如
き
一
篇
の
結
末

は
、
彼
が
具
體
的
な
生
に
於
て
死
と
如
何
に
對
峙
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
向

か
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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一
二
六

名
臣
に
數
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
節
義
の
爲
に
死
ん
だ
人
々
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
節
義
の
爲
の
死
と
は
如
何
な
る
死
か
。
彼
は
端
的
に
記
す
。

孔
子
は
嘗
て「
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
」と
述
べ
た
。
孟
子
も
ま
た「
生

を
捨
て
て
義
を
取
る
」
と
言
っ
た
。
身
を
も
っ
て
君
に
仕
え
る
こ
と
、
こ
れ

は

世
の
律
令
で
あ
る
。
こ
こ
で
發

せ
ず
し
て
、
更
に
い
つ
發

し
よ
う

と
い
う
の
か
。［
夫
子
嘗
曰
、殺
身
以
成
仁
矣
。
孟
子
亦
曰
、舍
生
而
取
義
矣
。

事
君
致
身
、此

世
律
令
也
。
此
而
不
發

、更
待
何
時
而
後
發

乎
。］（『
書
』

卷
二
八
「

勝
等
」）

　

で
は
、
同
じ
く
直
節
名
臣
に
列
せ
ら
れ
な
が
ら
、
伍
子
胥
は
何
故
「
天
下
第
一

等
」
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
屈
原
が
自
ら
死
の
う
と
し
た
の
に
對
し
、
伍
子
胥
は
人
に
よ
っ
て
殺
さ

れ
た
。
屈
原
は
死
生
の
狹
閒
で
決
斷
し
、
た
だ
死
ぬ
の
が
よ
い
と
考
え
、
故

に
つ
い
に
自
殺
し
、
自
ら
の
生
が
死
に
如
か
な
い
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
の

で
あ
る
。
伍
子
胥
は
吳
が
必
ず
亡
び
る
こ
と
を
悟
り
な
が
ら
、
己
が
先
に
亡

び
る
こ
と
を
悟
ら
ず
、
吳
が
亡
び
る
よ
り
歬
に
太
宰

の
手
に
殺
さ
れ
た
。

屈
原
と
比
べ
れ
ば
、實
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。［
第

原
自
欲
死
而
員
乃
爲
人
所
死
。
屈
原
决
擇
於
死
生
之
際
、
唯
死
爲
可
、
故
卒

就
死
、
以
朙
己
之
生
眞
不
如
死
也
。
伍
員
知
吳
之
必
亡
而
不
知
己
之
先
亡
、

吳
猶
未
亡
而
身
先
亡
於
太
宰

之
手
矣
。
其
視
屈
大
夫
實
大
逕
庭
。］（『
書
』

卷
二
七
「
伍
員　

申
包
胥
」）

　

屈
原
は
死
を
自
ら
選
び
取
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
伍
子
胥
は
自
ら
の
死
を
制

す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
伍
子
胥
と
屈
原
の
隔
り
が
あ
る
の
だ
、
と
い

う
。
ま
た
屈
原
の
死
を
か
く
も
論
じ
る
。

彼
は
名
や
義
を
顧
慮
し
な
が
ら
死
ん
だ
者
と
は

な
り
、
同
じ
く
節
義
の
列

に
竝
ん
で
い
て
も
、
も
と
よ
り
節
義
の
重
さ
を
見
て
、
死
に
よ
っ
て
名
聲

て
讒
言
を
受
け
て
の
死
で
あ
る
。
楚
の
伍
子
胥
、
漢
の

錯
の
類
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
君
主
を
知
ら
ず
、
名
づ
け
て
不
智
と
い
う
。
更
に
こ
れ
に
次
ぐ

の
が
、
功
成
り
名
を
遂
げ
て
の
死
で
あ
る
。
秦
の
商
鞅
、
楚
の
吳
起
、
越
の

大
夫
種
の
類
で
あ
る
。
足
り
、
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
こ
れ
を
名
づ
け
て

不
智
と
い
う
。（
彼
ら
は
）
歬
の
兩
者
に
更
に
次
ぐ
人
々
と
は
い
え
、
併
し
君

に
忠
を
盡
く
し
た
の
だ
か
ら
、
死
し
て
な
お
榮
譽
が
あ
り
、（
或
い
は
）
既
に

天
下
に
大
功
を
成
し
遂
げ
、

世
に
榮
え
あ
る
名
を
立
て
た
の
だ
か
ら
、
死

ん
だ
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
悲
し
も
う
。
故
に
智
者
は
死
へ
の
處
し
方
を
考

え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
五
者
の
閒
か
ら
選
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
優
劣
は
あ

る
が
、等
し
く
善
き
死
で
あ
る
。［
人
㊒
五
死
、唯
是
程
嬰
、公
孫
杵
臼
之
死
、

紀
信
、
欒
布
之
死
、
聶
政
之
死
、
屈
平
之
死
、
乃
爲
天
下
第
一
等
好
死
。
其

次
臨
陣
而
死
、
其
次
不
屈
而
死
。
臨
陣
而
死
、
勈
也
、
未
免
㊒
不
量

之
進
、

同
乎
季
路
。
不
屈
而
死
、
義
也
、
未
免
㊒
制
於
人
之
恨
、
同
乎
睢
陽
。
雖
曰

次
之
、
其
實
亦
皆
烈
丈
夫
之
死
也
、
非
凢

也
。

其
次
則
爲
盡
忠
被
讒
而

死
、
如
楚
之
伍
子
胥
、
漢
之

錯
是
矣
。
是
爲
不
知
其
君
、
其
名
曰
不
智
。

其
次
則
爲
功
成
名
遂
而
死
、
如
秦
之
商
君
、
楚
之
吳
起
、
越
之
大
夫
種
是

矣
。
是
爲
不
知
止
足
、
其
名
亦
曰
不
智
。
雖

次
於
歬
兩
者
、
然
既
忠
於
君

矣
、
雖
死
㊒
榮
也
、
既
成
天
下
之
大
功
矣
、
立

世
之
榮
名
矣
、
雖
死
何
傷

乎
。
故
智
者
欲
審
處
死
、
不
可
不
選
擇
於
五
者
之
閒
也
。
縱
㊒
優
劣
、
均
爲

善
死
。］（『
焚
書
』
四
「
五
死
篇
」）

　

こ
こ
で
彼
は
死
者
を
、
そ
の
死
の
あ
り
方
に
於
て
格
付
け
す
る
。
彼
が
讚
え
る

の
は
事
を
成
す
に
あ
た
り
一
命
を
か
け
る
、
殉
ず
る
が
如
き
死
で
あ
る
。
こ
こ
に

竝
べ
ら
れ
た
死
者
逹
は
、
一
人
と
し
て
天
壽
を
全
う
し
て
い
な
い
。
な
お
「
天
下

第
一
等
」
の
「
好
死
」
に
列
せ
ら
れ
た
欒
布
、
聶
政
、
屈
原
、
及
び
や
や
下
っ
て

「
功
成
名
遂
」
の
死
に
列
せ
ら
れ
た
伍
子
胥
は
い
ず
れ
も
『

書
』
に
於
て
直
節
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ろ
う
。［

人
生
總
只
㊒
一
個
死
、無
兩
個
死
也
、但
世
人
自
迷
耳
。㊒
名
而
死
、

孰
與
無
名
。
智
者
自
然
了
了
。］（『
續
焚
書
』
一
「
與
耿
克
念
」）

　

究
極
的
に
は
「
㊒
名
」
も
「
無
名
」
も
意

し
な
い
あ
り
方
こ
そ
が
彼
の
理
想

で
あ
ろ
う
。
彼
は
阮
籍
に
就
て
「
阮
籍
は
大
隱
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
名
か
ら
迯
れ

よ
う
と
す
る
病
弊
が
あ
り
、
未
だ
隱
者
の
跡
を
離
れ
て
は
い
な
い
［
阮
公
雖
大
、

猶
㊒
迯
名
之
累
、
尙
未
離
乎
隱
之
迹
也
］」（『

書
』
六
六
「
外
臣
總
論
」）
と
述

べ
、
惡
名
を
も
の
と
も
し
な
か
っ
た
馮
衟
の
下
に
置
い
て
い
る
。
恐
ら
く
名
を
斥

け
る
こ
と
も
ま
た
名
に
執
わ
れ
る
こ
と
な
の
だ
。
そ
し
て
「
㊒
名
」
と
「
無
名
」

が
比
較
さ
れ
る
次
元
に
於
て
は
、
彼
は
あ
く
ま
で
「
㊒
名
」
を
と
る
の
で
あ
る
。

丈
夫
た
る
も
の
は
生
ま
れ
る
に
し
て
も
、
元
々
意
味
も
な
く
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
死
ぬ
に
し
て
も
ど
う
し
て
意
味
な
く
死

ぬ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
生
ま
れ
て
く
る
の
に
意
味
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
死

ぬ
に
あ
た
っ
て
も
必
ず
爲
す
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寂
し
く
病
床
に

臥
し
、
柩
を
運
ば
れ
て
、
北
邙
に

ら
れ
、
そ
れ
で
死
に
所
を
得
た
な
ど
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
舜
は
（
都
を
離
れ
た
）

梧
の
地
に
倒
れ
、

禹
は
會
稽
に
死
ん
だ
。
聖
帝
や
朙
王
も
ま
た
必
ず
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
ま

し
て
士
人
に
就
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。［
丈
夫
之
生
、
原
非
無

故
而
生
、
則
其
死
也
、

豈
容
無
故
而
死
乎
。
其
生
也
㊒
由
、
則
其
死
也
必

㊒
所
爲
、
未
㊒
岑
岑
寂
寂
、
臥
病
床
褥
閒
、
扶
柩
推
輦
、
埋
於
北
邙
之
下
、

然
後
爲
得
所
死
矣
。

梧
殯
虞
、
會
稽
尸
夏
、
聖
帝
朙
王
亦
必
由
之
、
何
況

人
士
歟
。］（『
焚
書
』
四
「
五
死
篇
」）

　

丈
夫
た
る
者
、
理
由
な
く
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
彼
は
死
に
意
味
（
故
）
を

與
え
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
の
意
味
は
私
的
な

足
と
は
無
緣
な
も
の
で
あ
る
。

彼
は
事
功―

社
會
的
に
意
味
の
あ
る
行
爲
と
、
そ
れ
に
付
隨
す
る
死
に
固
執
す

る
。
そ
れ
は
韓
信
を
論
じ
た
以
下
の
一
節
か
ら
も
み
て
と
れ
よ
う
。

を
博
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。［
其
與
顧
名
義
而
死
者

矣
、
雖
同
在
節

義
之
列
、
初
非
㊒
見
於
節
義
之
重
、
而
欲
博
一
死
以
成
名
也
。］（『
書
』
卷

二
七
「
屈
原
」）

　

屈
原
は
名
や
義
を
顧
慮
し
て
死
ん
だ
人
々
と
は
違
い
、
そ
ん
な
事
を
意

し
て

い
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
彼
は
こ
こ
に
屈
原
の
偉
大
さ
を
み
る
。
こ
こ
に
も
「
好

名
」
へ
の
抵
抗
が
感
じ
ら
れ
よ
う（
（（
（

。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
李
贄
は
「
名
」
を
意

し
な
い
よ
う
な
あ
り
方
を
理
想
と
し
て
い
た
。

　

併
し
乍
ら
、
事
功
に
名
は
付
物
で
あ
る
。
屈
原
も
ま
た
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の

名
を
傳
え
て
い
る
。
五
死
に
於
て
、
確
か
に
功
成
り
名
遂
げ
て
の
死
は
最
下
等
と

さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
功
成
り
名
遂
げ
て
身
引
く
は
天
の
衟
な
り
」
と
い
う
『
老

子
』（
第
九

）
の
箴
言
に
は
反
し
て
は
い
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
「
善

死
」
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
「
榮
名
」
は
言
祝
ぐ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更
に

い
え
ば
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
吳
起
の
如
く
「
名
」
の
た
め
に
妻
を
殺
し
た
よ

う
な
人
物
さ
え
含
む
。
思
え
ば
、
儒
の
敎
法
を
批

す
る
際
で
も
名
に
殉
ず
る
の

は
「
名
儒
」、「
最
高
之
儒
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
單
な
る
貶
斥
の
對
象
で
は
な
か

っ
た
。
少
な
く
と
も
こ
こ
に
は
、
比
較
に
於
て
幾
ば
く
か
は
ま
し
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
込
め
ら
れ
る
。
李
贄
は
常
に
最
善
手
を
の
み
良
し
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
時
と
し
て
次
善
の
手
を
語
る
人
で
あ
っ
た
。「
名
」
に
重
き
を
置
く
の
は
い

わ
ば
次
善
の
あ
り
方
で
あ
る
。
最
善
で
は
な
い
が
、
最
惡
で
も
な
い
。
學
ぶ
者
に

と
っ
て
「
好
名
」
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
事
功
な
き
虛
名
を
求
め
る

俗
人
は
救
い
難
い
。
だ
が
、
功
名
そ
の
も
の
に
就
て
は
、
寧
ろ
言
祝
ぐ
べ
き
も
の

と
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

思
う
に
人
は
皆
生
れ
て
た
だ
一
つ
の
死
を
㊒
す
る
の
み
だ
。
二
つ
の
死
は
な

い
。
世
人
は
自
ず
か
ら
迷
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
㊒
名
で
あ
っ
て
死
ぬ
の

と
、
無
名
で
あ
っ
て
死
ぬ
の
と
ど
ち
ら
が
ま
し
か
。
智
者
は
自
然
に
悟
る
だ
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り
を
表
す
場
も
な
く
、
既
に
爲
に
死
す
べ
き
知
己
も
な
い
の
な
ら
ば
、
私
は

己
を
知
ら
ぬ
者
の
た
め
に
怒
り
を
漏
ら
し
て
死
の
う
と
思
う
。
謹
ん
で
こ
こ

に
記
し
て
私
と
知
り
合
い
で
あ
る
と
稱
す
る
が
如
き
人
に
吿
げ
よ
う
。
私
の

死
を
聞
い
て
見
に
來
て
も
、
決
し
て
私
の
屍
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
な
。
こ

こ
に
お
願
い
し
て
お
く
。［
第
余
老
矣
、
欲
如
以
歬
五
者
、

不
可
得
矣
。

夫
如
此
而
死
、
既
已
不
可
得
。
如
彼
而
死
、

非

雄
漢
子
之
所
爲
。
然
則

將
何
以
死
乎
。
計
唯
㊒
做
些
小
買
賣
耳
。
大
買
賣
如
公
孫
杵
臼
、
聶
政
者
既

不
見
買
主
來
到
、
則
豈
可
徒
死
而
死
於
床
褥
之
閒
乎
。
且
我
已
離
鄕
井
、
捐

僕
、
直
來
求
買
主
於
此
矣
。
此
閒
既
無
知
己
、
無
知
己

何
死
也
。
大
買

賣
我
知
其
做
不
成
也
。

雄
漢
子
、
無
所
洩
怒
、
既
無
知
己
可
死
、
吾
將
死

於
不
知
己
者
以
洩
怒
也
。
謹
書
此
以
吿
諸
貌
稱
相
知
者
、
聞
死
來
視
我
、
切

勿

我
屍
。
是
囑
。］（『
焚
書
』
四
「
五
死
篇
」）

　

こ
う
し
て
一
篇
は
、
買
い
主
が
現
れ
な
い
な
ら
ば
そ
れ
に
對
す
る
怒
り
の
爲
に

死
ぬ
の
だ
と
い
う
甚
だ
物
騷
な
、
決
然
と
し
た
宣
言
で

め
括
ら
れ
、
こ
こ
で
彼

は
自
ら
の
死
を
豫
示
す
る
。
彼
は
幾
度
も
遺
書
め
い
た
文

を
綴
っ
て
い
る（
（（
（

。
蔴

城
で
の
「
豫
約
」（『
焚
書
』
四
）、
更
に
死
の
一
ヶ
⺼
歬
に
書
か
れ
た
「
李
卓
吾
先

生
遺
言
」（『
續
焚
書
』
四
）―

彼
は
紙
上
に
於
て
幾
度
と
も
な
く
死
の
演
習
を

繰
り
﨤
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
ら
の
死
も
ま
た
他
者
の
死
と
竝
べ
ら

れ
、
品
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
視
座
は
怒
り
に
染
ま
り
つ
つ
も
、
冷
や
や
か
な

も
の
で
あ
る
。
筆
致
は
最
晚
年
の
「
遺
言
」
の
、
自
ら
の
屍
體
の
處
理
を
淡
々
と

記
す

に
も
似
る（
（（
（

。
彼
は
こ
こ
で
死
者
と
し
て
の
自
己
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
無
論
、
死
者
と
し
て
の
自
己
は
い
ま
こ
こ
に
は
い
な
い
。
自
己
の
死
は
他
者

の
死
の
投
影
に
見
る
他
は
な
い
。

雄
た
ち
に
比
べ
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
ケ
チ
な
小

商
い
の
よ
う
な
死
し
か
遂
げ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
自
ら
の
死―

彼
は
死
者
と

し
て
の
自
己
を
死
者
逹
の
記
錄
の
う
ち
に
參
照
し
、
比
較
し
、
値
踏
み
す
る
。
そ

今
の
人
士
の
い
さ
さ
か
自
ら
高
し
と
す
る
者
で
す
ら
、
首
と
身
と
が
わ
か
れ

わ
か
れ
に
な
ろ
う
と
も
功
名
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
し

て
烈
々
た
る
丈
夫
の
業
で
あ
る
、
ど
う
し
て
で
き
ぬ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
等

し
く
死
ぬ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
病
窓
の
下
に
斃
れ
る
の
も
死
で
あ
る
。
釜

ゆ
で
に
さ
れ
る
の
も
死
で
あ
る
。
自
ず
か
ら
あ
ま
り
深
く
考
え
る
必
要
も
な

い
。［
今
世
人
士
少
知
自
好
、
猶
能

身
首
以
就
功
名
、
况
烈
丈
夫
之
業
乎
。

等
死
耳
。
牖
下
亦
死
、
湯

亦
死
、
自
無
用
太
較
計
爲
也
。］（『
書
』
四
七

「
韓
信
」）

　

烈
々
た
る
丈
夫
の
業
を
成
し
遂
げ
て
死
ぬ
こ
と
、
彼
は
そ
こ
に
意
味
の
あ
る
死

を
見
出
す
。
な
ら
ば
自
己
の
死
に
就
て
は
、
ど
う
な
る
の
か―

彼
は
自
ら
の
死

の
意
味
を
問
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
者
に
於
て
は

々
な
る
死
の
意
匠
を
語
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
己
が
引
き
受
け
う
る
死
は
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

「
こ
の
事
は
各
人
自
ら
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
他
人
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
［
此

事
在
各
人
自
査
考
、
別
人
無
能
爲
也
］」（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
答
澹
然
（
四
）」）

の
だ
。
そ
し
て
、
彼
の
と
る
べ
き
選
擇
肢
は
既
に
五
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
私
は
老
い
た
。
歬
に
述
べ
た
五
者
の
如
く
あ
ろ
う
と
し
て
も
、
ま
た
不

可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
（
歬
に
述
べ
た
五
者
の
よ
う
に
）
死
ぬ
こ
と
は
、

最
早
で
き
ぬ
、
あ
の
よ
う
に
（
お
め
お
め
と
病
床
で
死
ぬ
人
々
の
よ
う
に
）
死
ぬ

こ
と
は
、

雄
の
な
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
な
ら
ば
、
果
た
し
て
ど
う
死
ぬ

べ
き
か
。
た
だ
僅
か
な
小
商
い
を
す
る
だ
け
の
こ
と
だ
ろ
う
。
公
孫
杵
臼
や

聶
政
の
よ
う
な
大
商
い
を
す
る
人
々
が
、
買
い
手
が
現
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
ど
う
し
て
空
し
く
病
床
で
死
ん
で
よ
い
も
の
か
。
私
は
既
に
鄕
里
を
離

れ
、
召
使
い
に
暇
を
や
り
、
ひ
た
す
ら
買
い
手
を
求
め
て
こ
こ
に
來
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
既
に
知
己
も
な
い
。
知
己
も
な
く
し
て
ど
う
死
ね
と
い
う

の
か
。
大
商
い
が
最
早
で
き
ぬ
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
。

雄
と
し
て
怒



李
贄
の
死
生

一
二
九

四
．
死
者
と
し
て
の
自
己

　
　
　

―

書
物
に
潛
む
死
者

　

李
贄
は
親
し
い
後
輩
で
あ
っ
た
詩
人
、
袁
宏
衟
に
こ
ん
な
詩
を
送
っ
た
こ
と
が

あ
る
。多

く
の
人
は
無
名
の
ま
ま
死
に
、
私
は
た
だ
死
し
て
名
聲
あ
る
も
の
と
な
ろ

う
。
た
だ
輕

な
俗
物
が
、
誤
っ
て
私
に
名
を
成
さ
し
め
な
い
こ
と
を
憂
う

る
の
み
だ
。［
多
少
無
名
死
、
余
特
死
㊒
聲
。
祗
愁

俗
子
、
誤
我
不
成
名
。］

（『
續
焚
書
』
五
「
答
袁
石
公
（
八
）」）

　

李
贄
が
「
虛
名
」
を
厭
い
つ
つ
も
、「
無
名
」
よ
り
も
「
㊒
名
」
を
と
り
、
事

功
を
殘
す
こ
と
を
良
し
と
し
た
こ
と
は
既
に
み
た
。
彼
は
殘
る
と
い
う
こ
と
、
傳

わ
る
と
い
う
こ
と
に
拘
泥
し
た
。
左
東
嶺
氏
は
李
贄
が
「
不
朽
」
と
い
う

念
に

深
く
執
着
し
た
こ
と
を
指

す
る（
（（
（

。
こ
の
念
慮
は
、
自
己
を
見
る
際
に
も
貫
か
れ

る
。
で
は
、
彼
が
殘
そ
う
と
し
た
の
は
何
か
。
左
氏
は
「
文

が
世
に
聞
こ
え
る

こ
と
は
衟
德
で
名
を
殘
す
こ
と
に
等
し
い
［
文

鳴
德
與
衟
德
垂

等
］」（『
續

焚
書
』
卷
一
「
與
焦
弱
侯
」）
と
い
う
語
を
引
き
、
文

に
よ
る
不
朽
を
自
ら
選
び

取
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
李
贄
に
於
て
文

は
既
に
一
つ
の
事
功
で
あ

っ
た
。
元
來
彼
は
書
物
に
よ
る
言
說
の

布
を

戒
し
た
。
言
語
に
よ
る
執
一
を

忌
ん
だ
故
で
あ
る
。
自

の

通
に
さ
え
、
違
和
感
を
隱
し
て
い
な
い（
（（
（

。
併
し
李

贄
は
そ
の
抵
抗
を
越
え
て
書
き
續
け
た
。
彼
は
そ
の

『
焚
書
』
の
刊
行
に
際
し

て
「
も
し
一
た
び
人
の
心
に
入
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
私
を
知
る
者
が
現
れ
る
の

も
近
い
の
で
は
い
か
。
私
は
そ
の
朞
待
が
實
現
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
な
の
で

あ
る
［
倘
一
入
人
之
心
、
則
知
我
者
或
庶
幾
乎
。
余
幸
其
庶
幾
也
］」（『
焚
書
』
自

序
）
と
語
り
、
同
じ
一
文
で
、
自
ら
の

作
『

書
』
の
表
題
は
「
山
中
に

し

て
後
世
の
揚
雄
を
待
つ
べ
き
［
當

於
山
中
以
待
後
世
子
雲
］」（
同
）
こ
と
を
言

し
て
死
者
と
し
て
の
自
己
を
如
何
に
構
成
す
る
か
に
思
い
を
馳
せ
る（
（（
（

。

　

李
贄
は
死
の
選
擇
肢
を
竝
べ
た
と
き
、
死
を
自
ら
選
ぶ
屈
原
の
如
き
直
節
の
人

を
最
上
と
し
た
。
こ
れ
は
か
く
も
死
を
怖
れ
た
人
に
し
て

に
も
み
え
よ
う
。

こ
こ
に
は
恐
ら
く
、
彼
の
情
況
が
深
く
關
わ
る
。

私
の
考
え
で
は
た
だ
智
謀
の
士
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、
正
直
の
臣

が
現
れ
、
節
義
の
行
い
が
初
め
て
姿
を
見
せ
る
。
節
義
は
敗
亡
の
徵
候
で
あ

る
。
こ
れ
は
後
漢
末
の
事
蹟
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
國
家
が

敗
亡
し
て
か
ら
、正
直
節
義
の
士
が
そ
の
名
聲
を

め
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

た
と
え
後
世
に
貴
ば
れ
た
と
し
て
も
、い
っ
た
い
何
の
益
が
あ
ろ
う
か
。［
余

謂
惟
智
謀
之
士
不
用
、
而
後
正
直
之
臣
見
、
節
義
之
行
始
顯
耳
。
節
義
者
、

敗
亡
之
徵
也
。
東
漢
之
末
事
可
見
已
。
夫
惟
國
家
敗
亡
、
然
後
正
直
節
義
之

士

其
聲
名
、
以
貴
於
後
世
、
則
何
益
矣
。］（『
書
』
二
二
「
智
謀
名
臣
論
」）

　

彼
は
『

書
』
に
於
て
、「
直
節
名
臣
」
の
項
を
「
智
謀
名
臣
」
の
下
に
置

く
。
こ
れ
は
そ
の
經
世
論
と
し
て
の
性
格
に
因
る
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
併
し
思
え
ば
智

謀
の
士
た
る
こ
と
は
用
い
ら
れ
た
人
に
の
み
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
知
己

（

ち
買
主
）
を
持
た
ぬ
彼
に
、
こ
の
生
き
方
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
彼
は
不
遇
の

う
ち
に
、
自
ら
を
「
直
節
名
臣
」
と
「
外
臣
（
隱
者
）」
に
重
ね
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
が（
（（
（

、「
五
死
篇
」
で
は
朙
白
に
「
直
節
」
に
傾
く
。
恐
ら
く
こ
れ
は
彼

が
時
代
に
「
敗
亡
之
徵
」
を
み
た
故
で
あ
ろ
う
。
李
贄
に
と
っ
て
『

書
』
は

々
な
る
死
の
意
匠
を
見
極
め
る
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
己
と
そ
の
直
面
す
る
情

況
を
顧
み
る
時
、
彼
は
自
ら
の
生
を
傷
み
、
自
ら
の
死
に
如
何
に
意
味
を
與
え
る

か
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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っ
て
髮
は
な
い
。
死
ぬ
も
の
は
身
、
朽
ち
る
も
の
は
骨
。
こ
の
書
物
だ
け
が

不
朽
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
こ
れ
と
共
に
死
に
た
い
も
の
だ
。［
世
界
何
窄
、

方
册
何

。
千
聖

賢
、
與
公
何
冤
。
㊒
身
無
家
、
㊒
首
無
髮
。
死
者
是
身
、

朽
者
是
骨
。
此
獨
不
朽
、
願
與
偕
歿
。］（
同
）

　

身
は
死
に
、
骨
は
朽
ち
果
て
る
。
だ
が
、
書
物
だ
け
が
不
朽
な
の
だ
、
と
彼
は

言
う
。
李
贄
は
「
名
」
の
う
ち
に
は
必
ず
し
も
不
滅
を
を
み
な
い
。
彼
は
「
好

名
」
を
批

し
、「
名
は
一
生
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
［
名
只
在
於
一
生
而
已
］」

（『
焚
書
』
四
「

♫
問
・
與
澹
然
師
（
四
）」）
と
言
い
、
ま
た
「
名
は
長
續
き
す
る
と

は
い
え
、
天
地
と
共
に
滅
ぶ
こ
と
を
知
ら
ぬ
の
だ
。
天
地
が
盡
き
れ
ば
、
名
も
ま

た
盡
き
る
。
ど
う
し
て
久
し
い
こ
と
を
得
よ
う
か
［
不
知
名
雖
長
久
、
要
與
天
壤

相
敝
者
也
、
天
地
㊒
盡
、
則
此
名
亦
盡
、
安
得
久
乎
。］」（『
焚
書
』
二
「
答
劉
方
伯

書
」）
と
も
述
べ
た
。
そ
の
理
窟
で
い
え
ば
、
書
物
も
ま
た
、
天
地
が
滅
ぶ
と
と

も
に
滅
ぶ
べ
き
は
ず
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
に
も
關
わ
ら
ず
、
彼
が
書
物
の
不
朽
を

熱
く
語
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
實
な
き
「
名
」
で
は
な
く
、「
人
」
を
見
い
だ
し
た

か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
彼
は
ま
た
自
ら
の
讀
書
の
體
驗
を
か
く
も

寫
す
る
。

漢
代
の
二
人
の
司
馬
氏
（
司
馬
遷
、
司
馬
相
如
）
は
、
一
人
は
歬
に
あ
っ
て
狂

と
稱
す
べ
く
、
一
人
は
後
に
あ
っ
て
狷
と
稱
す
べ
き
で
あ
る
。
狂
者
は
常
衟

に
よ
ら
ず
、
狷
者
は
聖
人
に
近
い
。
そ
の
朙
徹
な
る
心
の
源
頭
が
如
何
な
る

も
の
か
は
未
だ
に
わ
か
ら
な
い
が
、
私
は
彼
ら
が
人
物
を
論
じ
是
非
を
定
め

る
と
き
、
太
陽
が
物
を
照
ら
し
影
が
で
き
る
よ
う
に
古
今
歬
後
を
一
目
で
看

破
し
、
あ
た
か
も
死
者
が

り
眼
歬
に
立
っ
て
對
話
し
、
泣
き
ま
た
笑
う
よ

う
で
、
そ
の
感
慨
は
手
を
叩
き
、
扼
腕
し
て
や
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で

あ
る
の
を
、獨
り
あ
や
し
く
思
う
の
で
あ
る
。
讀
者
を
し
て
起
き
る
が
如
く
、

眠
る
が
如
く
、

み
る
が
如
く
、
想
う
が
如
く
、
醉
う
が
如
く
、
醒
め
る
が

如
く
、
恍
惚
と
し
て
、
あ
た
か
も
身
は
太
陰
の
う
ち
、
九
泉
の
下
に
あ
る
か

っ
た
も
の
だ
、
と
述
べ
る
。
彼
は

述
を
通
じ
て
知
己
を
得
る
欲
望
に
驅
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
彼
の
不
遇
は
そ
の
射
程
を
遠
い
未
來
に
置
か
せ
た
。
李
贄
は
ま

た
、
あ
る
人
を
追
悼
し
て
こ
う
も
述
べ
る
。

揚
雄
の
『
法
言
』
に
せ
よ
、
白
樂
天
の
『
長
慶
集
』
に
せ
よ
人
は
今
に
至
る

ま
で
傳
え
て
い
る
。
後
嗣
に
傳
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
古
今
子
の
あ

る
者
は
如
何
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。
孔
子
が
孔
鯉
に
よ
っ
て
は
傳
わ
ら

ず
、
釋
迦
が
羅
睺
に
よ
っ
て
は
傳
わ
ら
ず
、
老
聃
が
子
宗
に
よ
っ
て
は
傳
わ

ら
な
か
っ
た
の
を
み
れ
ば
、
公
は
掌
を
撫
で
て
大
笑
す
べ
き
で
あ
る
。［
不

曰
揚
子
雲
法
言
、
白
樂
天
長
慶
、
人
至
于
今
傳
乎
。
使
待
嗣
而
後
傳
、
則
古

今
㊒
子
者
何
限
也
。
須
知
孔
子
不
以
孔
鯉
傳
、
釋
迦
不
以
羅
睺
傳
、
老
聃
不

以
子
宗
傳
、
則
公
可
以
撫
掌
大
笑
矣
。］（『
焚
書
』
三
「
李
中
谿
先
生
吿
文
」）

　

李
贄
に
も
ま
た
後
嗣
は
な
か
っ
た
。
殘
さ
れ
た
の
は
た
っ
た
一
人
の
娘
と
、
そ

の
壻
、
そ
し
て
書
物
で
あ
っ
た
。
で
は
、
彼
は
そ
の
書
物
に
何
を
見
、
何
を
朞
待

し
て
い
た
の
か
。

（
書
物
を
讀
み
な
が
ら
）
歌
う
の
は
理
由
あ
っ
て
の
こ
と
。
書
中
の
人
が
實
に

我
が
心
を
と
ら
え
た
か
ら
。
泣
く
の
は
理
由
あ
っ
て
の
こ
と
。
空
の
池
に
人

が
無
く
、
そ
の
人
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
實
に
我
が
心
は
痛
む
ば
か
り
。

［
歌
匪
無
因
、書
中
㊒
人
。
我

其
人
、實

我
心
。
哭
匪
無
因
、空
潭
無
人
、

未
見
其
人
、
實
勞
我
心
。］（『
焚
書
』
六
「
讀
書
樂
」）

　

彼
は
書
物
の
う
ち
に
「
人
」
を
み
る
。
そ
の
「
人
」
と
は
、「
讀
書
と
は
ど
ん

な
も
の
か
。
私
の
心
に
か
な
う
人
が
多
い
。
一
度
心
に
か
な
え
ば
、
自
ず
か
ら

笑
い
、
自
ず
か
ら
歌
う
［
讀
書
伊
何
、
會
我
者
多
。
一
與
心
會
、
自
笑
自
歌
］」

（
同
）
と
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
た
か
も
知
己
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

世
界
は
何
と
狹
く
、
書
物
は
な
ん
と
廣
い
こ
と
か
。
千
の
聖
人
も

の
賢
人

も
、
あ
な
た
と
何
の
恩
讐
が
あ
ろ
う
か
。
身
は
あ
っ
て
家
は
な
く
、
首
は
あ



李
贄
の
死
生

一
三
一

お
わ
り
に

　

李
贄
は
死
を
怖
れ
、
死
を
超
脫
す
べ
く
學
に
向
か
っ
た
。
死
へ
の
怖
れ
は
、
む

き
だ
し
の
己
を
露
わ
に
す
る
。
生
死
は
己
で
引
き
受
け
る
他
の
な
い
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
に
自
ら
の
學
の
基
盤
＝
方
法
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
李
贄
は
死
へ
の
怖
れ
を
聖
人
も
共
㊒
す
る
と
信
じ
た
。
そ
し
て
儒
家
傳
來

の
「
好
名
」
の
敎
法
を
「
虛
名
」
に
繫
が
る
も
の
と
し
て
批

し
た
。

　

彼
は
原
理
と
實
踐
の
兩
面
か
ら
死
に
對
峙
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
層
と
、
基
層

と
し
て
の
死
の
怖
れ
と
は
、
共
鳴
し
合
い
な
が
ら
も
、
互
い
に
竝
行
し
た

れ
を

な
す
。
李
贄
は
死
の
怖
れ
を
超
克
す
べ
く
、
衟
家
、
釋
家
の
語
を
用
い
な
が
ら
、

生
死
と
い
う
枠
組
を
拔
け
出
し
、
生
死
を
共
に
無
化
す
る
が
如
き
原
理
を
求
め
て

い
っ
た
。
併
し
史
書
へ
の
沒
頭
の
う
ち
に
死
者
逹
と
語
ら
い
、
そ
こ
に
知
己
を
見

出
し
、
經
世
を
軸
と
し
つ
つ
、
更
に

々
な
る
死
の
あ
り
方
に
關
心
を
抱
い
て
い

た
彼
は
、
死
生
の
原
理
的
な
理
解
の
み
に
滿
足
し
え
な
か
っ
た
。
死
者
逹
が
如
何

に
死
ん
だ
か
を
跡
づ
け
、
値
踏
み
し
、
一
回
的
か
つ
史
的
な
事
件
と
し
て
の
死
を

ど
う
扱
う
か
を
彼
は
思
索
す
る
。「
五
死
篇
」
は
こ
う
し
た
事
件
と
し
て
の
死
に

對
す
る
彼
の
態
度
を
端
的
に
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
『

書
』
が

あ
る
程
度
客

的
な
經
世
論
の
性
格
を
持
つ
が
故
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
、
個
體
の

死
が
强
く
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
。
彼
は
こ
の
層
に
於
て
社
會
的
に
意
味
あ
る
死
を

求
め
る
。
そ
し
て
「
名
」
は
事
功
と
結
び
つ
き
、
俄
然
輝
き
を
帶
び
は
じ
め
る
。

彼
が
否
定
し
た
の
は
「
虛
名
」
で
あ
っ
て
「
名
」
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
死

を
怖
れ
た
は
ず
の
彼
は
、
遂
に
屈
原
の
如
く
自
ら
選
び
取
ら
れ
た
死
を
稱
揚
す
る

に
至
る
。
そ
し
て
自
ら
の
死
を
も
、
嘗
て
の
死
者
逹
の
死
に
重
ね
合
わ
せ
る―

そ
こ
に
は
言
語
に
よ
っ
て

き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
死
者
と
し
て
の
自
己
へ
の
自

意

が
垣
閒
見
ら
れ
た
。

の
よ
う
に
想
わ
れ
、
彼
が
死
ん
で
私
が
生
き
て
い
る
の
か
、
彼
が
生
き
て
私

が
死
ん
で
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

地
に
誘
い
込
む
の

は
、
奇
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。［
漢
氏
兩
司
馬
、
一
在
歬
可
稱
狂
、
一

在
後
可
稱
狷
。
狂
者
不
軌
於
衟
而
狷
者
幾
聖
矣
。
雖
心
源
瑩
徹
未
知
何
如
、

豫
獨
怪
其
論
人
物
定
是
非
、
古
今
歬
後
一
眼
覷
破
、
如
日

之
於
形
影
也
、

如
死
者
復
生
立
而
在
于
歬
相
對
語
笑
復
欷
歔
泣
涕
、
感
慨
抵
掌

腕
而
不
能

已
也
。
使
讀
者
如
寤
如
寐
、
如

如

、
如
醉
如
醒
、
恍
兮
惚
兮
、
如
身
在

太
陰
之
中
、
人
在
九
泉
之
下
、
不
知
彼
死
兮
我
生
、
彼
生
兮
我
死
、
杳

能

覺
、是
爲
奇
耳
。］（『
書
』
卷
三
二
「
孟
軻
」、「
使
讀
者
如
寤
如
寐
」
以
下
は
『
李

溫
陵
集
』
卷
一
五
「
樂
正
子
」
に
よ
り
補
っ
た
）

　

李
贄
は
書
物
の
う
ち
に
生
け
る
が
如
き
死
者
を
幻
視
し
、
親
し
い
知
己
の
よ
う

に
語
ら
う
。
死
者
と
語
ら
う
こ
と
へ
の
欲
望
が
、
彼
を
書
物
へ
と
沒
入
さ
せ
る
。

彼
の
史
論
は
こ
う
し
た
死
者
と
の
語
ら
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
身
は
死
に
骨
が
朽
ち
果
て
て
も
構
わ
な
い
。
書
物
が
殘
れ
ば
よ
い
、
と
い
う

述
懐
も
こ
の
よ
う
な
實
感
と
無
關
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。
李
贄
に
と
っ
て
書
物
は

「
人
」
を
不
朽
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
死
者
と
し
て
の
自
己
が
書
物

を
通
じ
て
、
未
來
の
知
己
と
語
ら
う
こ
と
を

見
た
。
こ
こ
に
謂
わ
ば
死
後
の
生

を
見
た
の
で
あ
る
。
彼
の

述
へ
の
衝
動
の
淵
源
は
こ
の
幻
視
に
深
く
結
び
付
い

た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
同
時
に
彼
が
讀
み
續
け
た
書
物
が
史
書
で
あ
っ
た
以

上
、
自

の
他
、
文
字
と
し
て
殘
さ
れ
る
自
己
像
に
無
自
覺
で
あ
っ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。
史
論
の
試
み
は
彼
の
な
か
で
死
の
あ
る
べ
き
姿
を

て
、「
五
死
篇
」

に
見
ら
れ
る
自
ら
の
死
を
如
何
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
へ
と
彼
を
導
い
て
い
っ

た
。
彼
は
書
物
の
な
か
の
死
者
を
通
じ
て
、
死
者
と
し
て
の
自
己
を
見
い
だ
し

た
。
そ
し
て
、
紙
の
上
に
お
け
る
生
涯
を
思
い
、
紙
の
上
の
死
に
ま
ね
び
、
自
己

の
死
を
演
出
す
る
こ
と
を

想
し
た
の
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
三
二

儒
者
の
議
論
に
も
み
え
る
。
例
え
ば
、
顏
之
推
『
顏
氏
家
訓
』
名
實
篇
、

仲
淹

「
近
名
論
」（『

文
正
公
集
』
五
）
等
で
あ
る
。
森
三
樹
三
郞
『「
名
」
と
「
恥
」
の

文
化
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
一
）
參
照
。

（
6
）　

な
お
李
贄
は
、
孔
子
自
身
自
ら
の
敎
法
が
後
世
に
誤
解
さ
れ
、「
好
名
」
に
執
わ

れ
る
人
々
を
作
り
だ
す
可
能
性
を
、
豫
見
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。（『

書
』

三
三
「
行
業
儒
臣
論
」）

（
7
）　

羅
汝

に
就
て
は
、「
羅
汝

は
病
が
多
く
死
を
怖
れ
、
亡
く
な
る
ま
で
衟
士
や

僧
侶
の
仲
閒
と
な
っ
て
、
日
々
に
精
進
し
日
々
に
禪
定
に
入
り
、
出
世
の

雄
と
な

り
、
自
ら
佛
と
な
り
祖
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
［
近
老
多
病
怕
死
、
終
身
與

衟
人
和
尙
輩
爲
侶
、
日
精
日
進
、
日
禪
日
定
、
能
爲
出
世

雄
、
自
作
佛
作
祖
而

去
］」（『
續
焚
書
』
一
「
與
焦
漪
園
太
史
」）
と
い
い
、
ま
た
そ
の
追
悼
文
で
も
、「
思

う
に
先
生
ほ
ど
死
を
惜
し
む
こ
と
の
甚
だ
し
い
方
は
い
な
か
っ
た
［

惜
死

甚
於

先
生
者
］」（『
焚
書
』
三
「
羅
近
谿
先
生
吿
文
」）
と
述
べ
る
な
ど
、
そ
の
死
を
怖
れ

る
態
度
が
强
調
さ
れ
る
。

（
8
）　

聖
人
の
言
葉
の
記
錄
者
に
對
す
る
批

は
「

心
說
」（『
焚
書
』
三
）、「
東
土
逹

磨
」（『
續
焚
書
』
四
）
に
も
み
え
る
。
拙
稿
「
李
贄
の
言
語

」（『
早
稻
田
大
學
大

學
院
硏
究
科
紀
要
』
五
五
、
二
〇
〇
九
）
參
照
。

（
9
）　

こ
の
書

の
年
代
に
就
て
は
林
海

の

曆
二
年
說
（『
李
贄
年
譜
考
略
』
福
建

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）、
許
建
平
の

曆
九
年
說
（
許
二
〇
〇
五
）、
左
東
嶺
の

曆
一
〇
年
說
（『
李
贄
與
晚
朙
文
學
思
想
』
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
等

諸
說
あ
る
。
李
贄
『
老
子
解
』
の
一

は
焦
竑
『
老
子
翼
』
に
採
ら
れ
、
少
な
く
と

も
同
書
が
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る

曆
一
五
年
以
歬
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　

李
贄
の
言
說
で
は
「
戰
國
論
」（『
焚
書
』
三
）
に
於
て
「
時
」
が
主
題
と
な
る

他
、
隨
處
に
「
時
務
」（
同
三
「
李
中
丞
奏
議
序
」）「
㊜
時
」（『

書
』
三
五
「
行

業
儒
臣
論
」）、「
因
時
」（
同
九
「
大
臣
總
論
」）、
が
論
じ
ら
れ
、「
時
」―

情
況

に
人
が
如
何
に
對
峙
し
、
變
容
し
て
い
く
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

曆
三
〇
年
（
一
六
〇
二
）、
李
贄
は
風
俗
紊
亂
の
罪
で
繫
が
れ
た
獄
中
に
於

て
、
自
ら
死
を
選
ん
だ
。
殘
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
そ
の
死
と
ど
れ
程
の
距
離
を
持

つ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
併
し
、
死
を
怖
れ
る
こ
と
を
端
緖
と
す
る
彼
の
死
生
を
め

ぐ
る
思
惟
は
、
自
ら
の
死
へ
と
對
峙
す
る
た
め
の
、
理
論
と
實
踐
を

ね
た
レ
ッ

ス
ン
の
よ
う
に
映
る
こ
と
も
ま
た
否
め
な
い
よ
う
に
思
う（
（（
（

。

　

本
稿
で
は
李
贄
の
死
を
め
ぐ
る
三
つ
の
層
＝
問
題
系
の
布
置
を
め
ぐ
っ
て
、

「
名
」
を
軸
と
し
な
が
ら
そ
の
大
槪
を
論
じ
た
。
併
し
特
に
第
三
層
に
あ
た
る
、

人
々
の
死
生
を
論
じ
た
言
說
に
就
て
は
、
更
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
課
題
が
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
う
。
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
㊟

（
1
）　

李
贄
の
死
生

に
就
て
は
許
建
平
『
李
贄
思
想
演
變
史
』（
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
五
）
第
六

第
三
節
に
そ
の
發
展
史
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
稿
で
は

松
代
尙
江
、
佐

鍊
太
郞
、
左
東
嶺
、
王
均
江
等
の
諸
氏
の
言
及
を
參
照
し
た
。
詳

細
は
後
出
㊟
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

程
頤
、
程
顥
及
び
そ
の
周
邊
の
死
生

に
就
て
は
、
土
田
健
次
郞
『
衟
學
の
形

成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）、
第
五

第
三
節
「
死
の
問
題
か
ら
見
た
衟
學
の
佛
敎

批

」
及
び
、
第
七

第
一
節
「
晚
年
の
程
頤
」
等
を
參
照
。
ま
た
儒
敎
の
死
生

を
め
ぐ
っ
て
は
同
氏
の
「
儒
敎
に
お
け
る
死
の
思
想
」（『
東
洋
に
お
け
る
死
の
思

想
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
六
）
等
が
あ
る
。

（
3
）　

所
引
の
『
焚
書
』、『
續
焚
書
』
は
一
九
七
五
年
刊
中

書
局
本
、『

書
』
は

一
九
七
四
年
刊
中

書
局
本
を
底
本
と
し
、
㊜
宜
一
九
七
一
年
刊
文
史
哲
出
版
社
本

の
『
李
溫
陵
集
』
を
參
照
し
た
。

（
4
）　

同

の
主
張
は
「
念
佛
答
問
」（『
焚
書
』
卷
四
）
に
も
み
ら
れ
る
。

（
5
）　

孔
子
が
「
名
」（
名
聲
）
に
よ
り
人
々
を
導
こ
う
と
し
た
と
す
る
說
は
、
歷
代
の



李
贄
の
死
生

一
三
三

（
11
）　

許
建
平
氏
は
李
贄
の
死
生

の
變
化
を
論
じ
、
儒
家
の
影
响
に
よ
る
美
名
の
尊

重
か
ら
出
發
し
、
次
い
で
衟
家
の
影
响
に
よ
る
生
死
を
晝
夜
の
ご
と
く
み
な
す

點
に
移
り
、
や
が
て
雲
南
滯
在
中
に
佛
典
を
精
讀
し
た
經
驗
を
經
て
十
二
因
緣
理

論
や
緣
起
性
空

、
淨
土
思
想
に
基
づ
く
死
生

に
轉
じ
た
と
し
て
い
る
。（
許

二
〇
〇
五
）
併
し
許
氏
自
身
も
、
虛
名
へ
の
執
着
が
少
な
く
と
も

曆
二
四
年
の

「
豫
約
」
ま
で
續
い
た
と
述
べ
る
よ
う
に
、
李
贄
の
死
生

は
幾
つ
か
の
層
を
持
っ

て
推
移
し
て
い
る
。

（
12
）　
『

書
』
に
於
て
も
「
好
名
」
へ
の
批

は
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『

書
』
五
〇

「
張
巡
・
許
遠
」
等
。

（
13
）　

恐
ら
く
「
五
死
篇
」
は
彼
の
死
の
少
な
く
と
も
數
年
以
上
歬
の

作
で
あ
ろ
う
。

林
海

の
考
證
（
林
二
〇
〇
四
）
に
依
れ
ば
『
焚
書
』
に
は
最
晚
年
の
も
の
と
思
わ

れ
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
14
）　

な
お
李
贄
が
「
遺
言
」
で
示
し
た

儀
の
形
式
は
、
ム
ス
リ
ム
の
慣
習
に
準
じ
た

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
青
木
隆
「
李
贄―
思
想
言
語
を

得
し
た
ム
ス
リ
ム

知

人
の
先
驅
」（『
ア
ジ
ア
遊
學
』
一
二
九
、
二
〇
〇
九
）
參
照
。

（
15
）　

松
代
尙
江
「
李
卓
吾
の
死―

佛
敎
思
想
を
中
心
に
」（『
東
方
宗
敎
』
六
五
、

一
九
八
五
）
で
は
、
李
贄
は
「
生
の
最
後
の
末
端
ま
で
を
餘
す
所
な
く
自
己
の
意
志

の
支
配
下
に
置
く
こ
と
」
に
こ
だ
わ
っ
た
と
指

す
る
。

（
16
）　

李
贄
の
人
材
登
用
論
に
つ
い
て
は
佐

鍊
太
郞
「
李
贄
の
經
世
論
」（『
日
本
中
國

學
會
報
』
三
八
、
一
九
八
六
）
を
參
照
。
佐

氏
は
衟
德
的
評
價
と
能
力
的
評
價
の

二
つ
の
基
準
が
竝
存
し
て
い
る
こ
と
を
指

す
る
が
、
こ
れ
は
直
節
と
智
謀
の
評
價

が
錯
綜
す
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

（
17
）　

外
臣
傳
へ
の
思
い
入
れ
と
し
て
、
周
燮
、
井
丹
、
阮
籍
の
傳
に
「
私
と
似
て
い
る

［
似
卓
老
］」
と
の
評
が
あ
り
、
管
見
の
限
り
他
の

門
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
擧

げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
「
吏
隱
外
臣
總
論
」（『

書
』
六
八
）
に
、
直
節
名
臣
に
列
せ

ら
れ
た
侯
贏
を
吏
隱
に
近
い
人
物
と
し
て

く
な
ど
、
外
臣
と
直
節
名
臣
は
彼
の
イ

メ
ー
ジ
の
中
で
或
る
種
の
鄰

性
を
持
っ
て
い
る
。

（
18
）　

左
東
嶺
『
李
贄
與
晚
朙
文
學
思
想
』（
既
出
）、
第
二

第
三
節
參
照
。
李
贄
の
傳

わ
る
こ
と
へ
の
執
着
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
思
考
は
、
拙
稿
「
李
贄
の
言
語

」（
既

出
）、「
李
贄
の
師
弟

」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
〇
、二
〇
一
三
）
を
參
照
。

（
19
）　

拙
稿
「
李
贄
の
言
語

」（
既
出
）
參
照
。

（
20
）　

王
均
江
氏
は
こ
の
自
死
を
歬
出
「
五
死
篇
」
の
「
小
賣
買
」
と
し
た
。（『
衝
突
與

和
諧―

李
贄
思
想
硏
究
』

中
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）。
佐

鍊
太
郞
氏
は

「
李
贄
が
自
殺
し
た
の
は
、
俠
士
と
し
て
の
名
聲
を
後
世
に
朞
待
し
、
か
つ
朋
友
の

手
で

ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
」（
佐

一
九
八
六
）
と
す
る
。
ま
た

同
氏
の
「
李
卓
吾
と
紫
柏
逹

の
死
を
め
ぐ
っ
て
」（『
山
根
幸
夫
敎
授
退
休
記
念
朙

代
史
論
叢
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
）
で
は
、
李
贄
の
自
死
を
め
ぐ
る
政
治
的
背
景

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。


